
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

問 題 文  

（ １ ） 複 合 災 害 に 適 切 に 対 応 す る た め 、 投 入 で き る 人

員 や 予 算 に 限 り が あ る こ と を 前 提 に 、 技 術 者 と し て の

立 場 で 多 面 的 な 観 点 か ら ３ つ の 課 題 を 抽 出 し 、 そ れ ぞ

れ の 観 点 を 明 記 し た う え で 、 課 題 の 内 容 を 示 せ 。  

な お 、 本 設 問 に お け る 技 術 課 題 に は 、 建 設 業 に お け る

構 造 上 、 制 度 上 、 管 理 上 等 の 課 題 も 含 ま れ る も の と す

る 。  

( 2 ） 前 問 （ １ ） で 抽 出 し た 技 術 課 題 の う ち 、 最 も 重 要

と 考 え る 技 術 課 題 を 1 つ 挙 げ 、 そ の 技 術 課 題 に 対 す る

複 数 の 解 決 策 を 示 せ 。  

（ ３ ） 前 問 （ ２ ） で 示 し た 解 決 策 に 関 連 し て 、 新 た に

浮 か び 上 が っ て く る 将 来 的 な 懸 念 事 項 と そ れ へ の 対 策

に つ い て 、 専 門 技 術 を 踏 ま え た 考 え を 示 せ 。  

（ ４ ） 前 問 （ １ ） ～ （ ３ ） の 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な

要 件 を 、 技 術 者 と し て の 倫 理 、 社 会 の 持 続 性 の 観 点 か

ら 述 べ よ 。  
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（ １ ） 技 術 課 題  

① 変 状 進 行 を 捉 え る 評 価 手 法 の 整 備  

 地 震 に よ り 不 安 定 化 し た 斜 面 に 豪 雨 が 到 来 す る と 、

変 状 が 時 間 的 に 進 行 し 、 土 砂 災 害 リ ス ク が 連 鎖 的 に 増

幅 す る ① 。 し か し 現 行 の 状 況 把 握 は 現 地 踏 査 に 依 存 し 、

観 測 範 囲 が 空 間 的 ・ 時 間 的 に 限 定 さ れ る た め 、 リ ス ク

の 変 化 を 先 読 み し た 対 応 が 困 難 と な る ② 。 よ っ て 、 リ

ス ク 管 理 の 観 点 ③ か ら 、 面 的 か つ 時 系 列 で 変 状 を 捉 え 、

危 険 度 を 評 価 で き る 手 法 の 整 備 が 技 術 課 題 ④ で あ る 。  

 

① 「変状が時間的に進行する」は、“何が、どのように、どの指標で、どの程度進行するのか”   

が全く書かれていません。斜面変状なら、 地表変位量・変位速度・加速度・地下水位・間隙水

圧などの具体的指標が必要です。さらに、“進行すること”と“複合災害の連鎖”の因果関係も

書かれていません。「変状が進行するだから連鎖的に増幅する」と書いており、連鎖のメカニズ

ムが説明されていないため論理が飛躍しています。 

② 「観測範囲が限定 → 先読みした対応が困難」と書いていますが、 “先読み”とは何を指すのかが

不明です。斜面崩壊で言えば、早期避難判断、交通規制、代替ルート確保、監視強化の優先順位

付けなどが「先読みした対応」です。しかし、ここにはこれらが一切書いていないため、 “先読

み”という抽象語が浮いてしまっています。 

③ リスク管理とは本来、リスクの識別、リスクの分析、リスクの評価、リスク対応（回避・低減・

移転・受容）、モニタリングという体系です。しかし、前述の内容は、情報収集の不足→ リスク

管理の観点から課題と書いており、 情報収集の問題を“リスク管理”と誤用しています。正しくは

「情報取得・監視の観点」ではありませんか。 

④ 「面的」→「空間的に限定」→「面的に捉える」とトーンが変化し不整合です。また、背景で

「情報収集できない」と述べておきながら、課題が「評価手法」に飛躍しています。 
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② 災 害 対 応 に お け る 判 断 体 系 の 構 築  

 複 合 災 害 で は 地 震 に よ る ⑤ 斜 面 不 安 定 化 や 道 路 寸 断

が 、 後 続 豪 雨 時 の 避 難 判 断 や 道 路 啓 開 な ど 複 数 の 対 応

に 連 鎖 的 に 影 響 す る 。 し か し 現 行 体 制 で は 、 災 害 種 別

ご と に 危 険 度 評 価 の 判 断 基 準 が 異 な り ⑥ 、 連 鎖 性 を 踏

ま え た 応 急 対 応 ⑦ が 行 い に く い 。 こ の た め 、 複 合 災 害

の 連 鎖 性 を 前 提 と し た 総 合 的 判 断 ⑧ が 求 め ら れ る 。 よ

っ て 、 体 制 面 の 観 点 か ら 、 災 害 種 別 を 横 断 し て 対 応 方

針 ⑨ を 一 元 的 に 決 定 で き る 判 断 体 系 の 構 築 が 技 術 課 題

で あ る 。  

 

⑤ 先ほどもそうですが、地震など特定の災害に特定するのはいかがなものでしょうか。特定の組合

せに限定すると「多面的観点」の要件を満たさない、技術課題が“個別事例の改善”に矮小化され

るといった問題が生じます。 

⑥ これは①の「評価手法の整備」と論点が重複しています。評価・判断・情報共有など同じ観点に

偏るのは危険です。異なる切り口で、問題点にアプローチしましょう。 

⑦ 「連鎖性を踏まえた応急対応」が抽象的で、何を指すのか不明です。 

⑧ 「総合的判断」が抽象的でどのような判断なのか不明確です。また、後述の結論では「一元的判

断」ともあり、読み手は大混乱です。抽象語のオンパレードで、中身が空疎です。 

⑨ 前述では「災害種別ごとに判断基準が異なる」と述べていますが、複合災害で本当に問題になる

のは、施設種別ごとの対応（道路・河川・砂防・下水・港湾）、行政区分ごとの対応（市町村・

県・国）、機能ごとの対応（避難・交通・ライフライン）であり、 災害種別（地震・豪雨・高

潮）ではないと考えます。複合災害の本質は「災害種別」ではなく「機能の相互依存」です。し

たがって、提示文の論点は構造的にズレています。「複合災害時に機能横断的な優先順位付けが

できない判断体制の欠如」が本来の言いたいことですかね。 
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③ 技 術 支 援 の 調 整 体 制 の 構 築  

 複 合 災 害 で は 、 異 な る 災 害 に よ る 連 鎖 的 被 害 に 対 し

て 複 数 分 野 の 専 門 的 判 断 が 必 要 と な る た め 、 自 治 体 の

み で の 判 断 対 応 は 困 難 で あ る ⑩ 。 一 方 、 国 ・ 民 間 の 技

術 支 援 は 専 門 領 域 が 分 か れ て お り ⑪ 、 必 要 な 支 援 の 要

請 ・ 手 配 に 時 間 を 要 す る ⑫ 。 こ の た め 、 ど の 支 援 を ど

の 順 序 で 要 請 す べ き か を 判 断 す る 仕 組 み が 求 め ら れ る 。

よ っ て 、 仕 組 み 面 の 観 点 か ら 、 複 数 主 体 の 支 援 を 一 元

的 に 割 り 当 て る 判 断 プ ロ セ ス の 構 築 が 技 術 課 題 ⑬ で あ

る 。  

 

（ ２ ） 最 も 重 要 な 技 術 課 題 と そ の 解 決 策  

 最 も 短 期 間 で 効 果 が 得 ら れ る 技 術 課 題 で あ る た め 、

② 災 害 対 応 の 総 合 的 判 断 体 制 の 構 築 を 最 も 重 要 な 技 術

課 題 と し て 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

⑩ 「専門的判断が必要」「自治体のみでは困難」が主張だけで、理由が書かれていない。理由のな

い主張はただの主観です。 

⑪ 「国・民間の技術支援」が何を指すのか不明瞭で、「専門領域が分かれている」と言われても、

何がどう分かれているのか全くイメージできません。 

⑫ これもこれまでと同様、なぜ時間がかかるのか、なぜ順序が重要なのかの構造が一切説明されて

いません。このパラグラフは、圧倒的に説明不足で、読み手は全く論理を理解できません。 

⑬ 「複数主体の支援を一元的に割り当てる判断プロセス」も、前述の「対応方針を一元的に決定で

きる判断体系」も、言い換えただけで同じことです。 「判断する対象」が違うだけで、観点とし

ては重複しています。 
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① 複 合 災 害 シ ナ リ オ に 基 づ く 対 応 方 針 の 整 理   

 先 発 災 害 と 後 発 災 害 の 相 互 作 用 を 踏 ま え た 対 応 を 行

う た め 、 複 合 災 害 シ ナ リ オ を 事 前 に 想 定 し 、 対 応 方 針

を 体 系 化 す る ⑮ 。 具 体 的 に は 、 地 震 後 の 斜 面 不 安 定 化 、

道 路 機 能 の 低 下 、 豪 雨 時 の 土 砂 災 害 発 生 な ど を 組 み 合

わ せ 、 複 数 の シ ナ リ オ を 設 定 す る ⑯ 。 シ ナ リ オ ご と に

避 難 判 断 、 道 路 啓 開 等 の 対 応 方 針 を 整 理 し 、 関 係 機 関

で 事 前 共 有 す る ⑰ こ と で 、 災 害 対 応 時 の 連 携 を 円 滑 に

し 、 状 況 変 化 に 応 じ た 統 一 的 な 行 動 が 可 能 と な る 。  

 

⑮ この表現では、“課題そのもの”であり、解決策に見えません。体系化が課題だから体系化するで

は、解決策として成立しません。体系化するための行動ですから、ここでのやることはシナリオ

をつくることではありませんか。よって、この部分は不要です。 

⑯ これは結果の説明であり、 技術士試験で求められる「どうやって作るのか」が欠落しています。

本来必要なのは、どのデータを使うのか、どの指標で相互作用をモデル化するのか、どの手法で

シナリオを構築するのか（例：ハザード連鎖モデル、クリティカルパス分析）、どの機関がどう

役割分担するのかなどの技術的プロセスです。ここには「組み合わせる」としか書いておらず、 

技術的記述がゼロです。 

⑭ 前述の通り、判断体系の構築、技術支援の調整プロセスの構築は、どちらも「体制整備」「判断

プロセスの改善」であり、同じ種類の施策です。したがって、判断体系の構築が短期間ででき

る、技術支援の調整プロセスの構築は短期間でできないという区別は成立するように思えませ

ん。また、「短期間で効果が得られる」という主張の根拠が一切示されていないので、理由にな

っていないです。 
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② 情 報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 構 築    

 先 発 災 害 の 脆 弱 性 や 後 発 災 害 の 発 生 可 能 性 を 関 係 機

関 で 共 有 す る た め 、 情 報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 構 築 す る

⑱ 。 具 体 的 に は 、 斜 面 の 不 安 定 化 傾 向 、 豪 雨 時 の 危 険

度 上 昇 な ど 、 連 鎖 的 影 響 に 関 わ る 主 要 情 報 を 集 約 し 、

各 機 関 が 同 じ 基 盤 情 報 を 基 に 状 況 把 握 で き る よ う に す

る ⑲ 。 こ れ に よ り 、 情 報 の 分 断 管 理 に よ る 認 識 の 不 一

致 を 防 ぎ ⑳ 、 対 応 方 針 の 調 整 を 円 滑 に 進 め る ㉑ こ と

が で き る 。  

 

③ 意 思 決 定 プ ロ セ ス の 整 備    

⑱ これは一元化するための判断体系の構築なのでしょうか。目的にあるように情報共有に見えま

す。「情報プラットフォーム」が何を指すのか不明確でどんな内容なのか一切分かりません。 

⑲ 具体的とありますが、どのデータを、どの形式で、どの頻度で、どの機関が、どの権限で、どの

ように共有するのかという技術的・制度的説明がありません。「集約する」だけでは技術的な記

述とは言えません。 

⑳ 情報の不一致が問題なら、 判断基準の不一致こそ本質的問題です。しかし提示文は「情報共有」

と「判断一元化」を混同しており、 目的と手段が噛み合っていません。 

㉑ 「情報共有の目的」が“判断の一元化”と矛盾しています。「対応方針の調整を円滑にする」これは

「判断体系の構築」の目的です。つまり、情報共有の目的が「判断の一元化」、判断の一元化の

目的が「対応方針の調整」という循環論法になっています。 

⑰ これも抽象語の羅列です。本来必要なのは、どの判断項目を、どの基準で、どの順序で、どの機

関が、どの情報を使って整理するのかという具体的な手順です。ここでは「整理する」としか書

いていないため、 技術的説明として不十分です。 
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 複 合 災 害 対 応 に お け る 判 断 順 序 の 混 乱 を 防 ぐ た め 、

一 元 的 な 意 思 決 定 プ ロ セ ス を 構 造 化 す る ㉒ 。 具 体 的 に

は 、 地 震 後 の 不 安 定 化 評 価 、 豪 雨 到 来 時 の 危 険 度 再 評

価 な ど 各 判 断 が ど の 情 報 に 依 存 す る か を 整 理 し 、 判 断

条 件 と 判 断 順 序 を 体 系 化 し て 関 係 機 関 で 共 有 す る ㉓

㉔ 。 こ れ に よ り 、 地 震 後 の 不 安 定 化 が 進 行 す る 前 の 避

難 判 断 や 、 道 路 寸 断 前 の 代 替 ル ー ト 確 保 な ど 判 断 の 遅

れ や 判 断 基 準 の 不 一 致 を 防 ぐ こ と が で き る ㉔ 。 ㉕  

 

（ ３ ） 将 来 的 な 懸 念 事 項 と そ れ へ の 対 策  

 複 合 災 害 に 対 応 す る 判 断 体 系 を 高 度 化 す る と ㉖ 、 シ

ナ リ オ 、 情 報 共 有 、 判 断 プ ロ セ ス が 多 層 化 し ㉗ 、 想 定

㉒ これは課題３の内容そのものではありませんか。課題に対応していないですし、課題３と同じこ

とを繰り返していますし、一元化できていないから一元化するという同義反復になっています

し、３重苦です。課題も含め視野が狭いです。 

㉓ 課題は、一元的に決定できる判断体系の構築ですよ。体系化の手段を書くべきなのに、「体系化

して」と一言で終わっています。これでは、体系化していないから体系化すると言っているのと

同じです。中身がありません。 

㉔ これは、課題①（評価手法）、課題②（判断体系）、課題③（技術支援調整）すべてに共通する

成果です。つまり、②の解決策の成果ではなく、 全体の抽象的メリットを述べています。個別解

決策の成果になっていません。 

㉕ 結局すべての解決策は、１つ目に収斂され（これは課題と重複しているので収斂する）、残りの

２つの解決策は、この１つ目の解決策のプロセスにすぎません。これらが支離滅裂な説明になる

のは、結局、課題設定が良くないからです。課題②・③がどちらも「判断・一元化・体系化」に

偏っているため、 解決策もすべて同じ論調になり、混同して見えるのだと思います。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

外 の 事 象 が 発 生 し た 際 に 判 断 の 混 乱 を 招 く 懸 念 ㉘ が あ

る 。 対 策 と し て は 、 関 係 機 関 が 判 断 体 系 の 適 用 範 囲 の

共 通 理 解 を 図 る た め 、 複 数 の シ ナ リ オ を 用 い た 図 上 訓

練 や 実 動 訓 練 を 実 施 す る ㉙ 。 こ れ に よ り 、 体 系 的 判 断

と 現 場 判 断 の 使 い 分 け を 体 験 的 に 習 得 ㉚ し 、 複 雑 化 し

た 判 断 体 系 を 災 害 時 に 適 切 に 運 用 で き る 体 制 を 確 立 す

る 。   

 

（ ４ ） 業 務 遂 行 に 必 要 な 要 件  

 倫 理 の 観 点 で は 、 体 系 化 さ れ た 判 断 プ ロ セ ス に 過 度

に 依 存 せ ず ㉛ 、 得 ら れ た 情 報 の 不 確 実 性 や 限 界 を 踏 ま

え て 安 全 側 に 判 断 し 、 公 衆 の 安 全 を 最 優 先 に 行 動 す る

こ と が 要 件 と な る 。 社 会 の 持 続 性 の 観 点 で は 、 判 断 体

㉖ 「高度化する」と書いているが、（２）の解決策は“高度化”ではなく“一元化”です。 

㉗ これは自分の解決策の方向性と真逆です。一元化＝階層を減らす、高度化＝階層を増やす、この

矛盾は致命的です。 

㉘ 想定外という条件付きではあるものの、解決策を実行すると混乱する、解決策が新たな問題を生

む、解決策が逆効果になると言っています。これなら、解決策を実行しない方が良いではないで

すか。解決策は「問題を解決するためのもの」であり、「問題を増やすもの」ではありません

よ。これでは、自分の解決策を自分で否定しているようなものです。 

㉙ これはリスクの設定がおかしいので、こうなってしまうのですが、解決策を実行すると混乱する

→だから訓練する→すると混乱が減る、これでは自己矛盾の処理になっています。 

㉚ 解決策では「一元化」「体系化」を強調していたのに、 ここでは突然、現場判断との使い分け 

と言い出しています。つまり、一元化する→でも現場判断も使う→だから使い分けるという支離

滅裂な構造です。まさに右往左往しているように見えます。 
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

系 の 運 用 に あ た り 、 イ ン フ ラ の 長 寿 命 化 や 財 政 負 担 の

平 準 化 、 地 域 社 会 の レ ジ リ エ ン ス 向 上 ㉜ を 考 慮 し 、 過

度 な 対 策 に よ る 社 会 的 コ ス ト の 増 大 を 避 け つ つ 、 必 要

な 安 全 性 を 確 保 す る こ と が 要 件 と な る 。    以 上  

 

㉛ 解決策は、判断体系を一元化する、判断プロセスを体系化するでした。ところが（４）では突

然、体系化された判断プロセスに過度に依存せずと言っています。これはつまり、解決策として

体系化した、でも依存するな、つまり体系化は危険という 完全な自己矛盾になっています。 

㉜ 問われているのは、（１）〜（３）の業務遂行に必要な要件です。しかしこの内容は、インフラ

長寿命化、財政負担の平準化、レジリエンス向上など、インフラ維持管理の一般論を書いている

だけで、 複合災害対応の業務とは無関係です。これでは題意を逸脱しています。 


